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介護•福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書

【趣旨】

日頃から住民のくらし福祉の向上にご尽力いただき、ありがとうございます。
さて、新型コロナ 「第7波」の新規感染は、これまでに経験したことのない爆発的な拡大が

起こっており、国民は感染への不安や経済の落ち込み、行動自粛や生活困窮など深刻な事
態となっています。さらに、昨今の物価高騰は、 「年金は下がり」「賃金が上がらない」日本の
国民生活に追い打ちをかけています。

また、ロシアの国連憲章違反のウクライナ侵攻後、残虐な戦争行為の中止、紛争解決は憲
法9条に基づく平和外交で解決を求める世論が広まっています、

しかし、6月7日閣議決定された2022年「経済財政運営と改革の基本方針」（骨太の方針）
は、物価上昇や企業成長を重視するアベノミクスを踏襲した上、更に5年以内の防衛予算倍
増を念頭に「防衛力を抜本的に強化する」方針を打ち出しました。国民が切実に求める賃金
増ではなく、資産所得倍増として国民の預貯金を元本割れリスクをはらむ資産運用などに投
げ込むよう促しています。

医療・社会保障についても、病床削減推進法、高齢者の医療費窓口負担2倍化等様々な
負担増を盛り込んだ 「改革工程表」を継承し、長引く新型コロナウイルス感染症拡大の下、医
療・社会保障の脆さが露呈していますが、医療・社会保障抑制を続ける方針です。防衛費増
加と社会保障予算の縮小で国民には多大は負担増となり、国民生活の改善・向上には繋が
りません。

地域住民の命とくらしを守る自治体におかれましては、住民生活の実態と要望から対策を
講じていただきますよう、以下の要望事項を提出いたします。

【陳情項目】―＊印が懇談の重点項目です―

【1】県民の要望である、市町村の福祉施策を充実してください。
1、安心できる介護保障

* (1)介護保険料・利用料など
①第9期介護保険事業計画を待たずに、介護保険料を引き下げてください。また、保険料

段階を多段階に設定し、低所得段階の倍率を低く抑え、応能負担を強めてください。とり
わけ、第1段階•第2段階は免除してください。
【回答：介護保険課】

適切な介護給付費を見込んだ上で、過度な保険料の上昇とならないように、所得
に応じた保険料率の設定や介護給付費準備基金の取り崩しなどで、 必要なサーピ
スと保険料のバランスを考慮し決定しております。
また、 低所得者に対する市独自の減免制度も実施しています。
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